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英
国
の
重
要
な
外
交
資
源
は
、
そ
の
情

報
（
諜ち

ょ
う

報ほ
う

）
力
だ
ろ
う
。
国
内
治
安
維
持

の
た
め
の
情
報
収
集
・
防
諜
を
扱
う
情
報

局
保
安
部
（
Ｓ
Ｓ
、
通
称
Ｍ
Ｉ
５
）、
対
外

諜
報
を
担
う
情
報
局
秘
密
情
報
部
（
Ｓ
Ｉ

Ｓ
、
通
称
Ｍ
Ｉ
６
）、
そ
し
て
通
信
傍
受
や

暗
号
解
読
と
い
っ
た（
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）

を
担
う
政
府
通
信
本
部
（
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
）
を

中
心
と
し
た
「
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

が
集
め
る
情
報
は
、
米
国
と
の
「
特
別
な

関
係
」
を
維
持
す
る
重
要
な
カ
ー
ド
と
さ

れ
て
い
る
。

　

昨
年
２
０
０
９
年
、
Ｍ
Ｉ
５
と
Ｍ
Ｉ
６

は
設
置
百
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
に
合
わ

せ
て
、内
部
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
る「
公

認
歴
史
家
」
が
指
名
さ
れ
、
浩こ

う

瀚か
ん

な
歴
史

書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｉ
５
に
つ
い

て
は
、Christopher A

ndrew
, D

efence 

of the R
ealm

, A
llen Lane 2009

が
、
Ｍ

Ｉ
６
に
つ
い
て
は
、Keith Jeffrey, M
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S
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loom

sbury 
Publishing, 2010

で
あ
る
。
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ

に
つ
い
て
も
同
様
に
、Richard A

ldrich, 

   

選
評   

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授 

池
内 

恵

善
政
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
、
あ
る
い
は

イ
ン
テ
リ
ジェン
ス
の
哲
学

＠ book café
書評〈洋書〉

David Omand, Securing the State, 
London, Hurst & Company, 2010.
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が
刊
行

さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
公
定
史
書
の
刊
行
の
背
景
に

は
、
単
に
百
周
年
を
記
念
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
情
報
公
開
を
進
め
る
こ
と
で
、
市

民
社
会
か
ら
の
理
解
と
支
持
を
取
り
付
け

よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。

 

「
イ
ラ
ク
は
大
量
破
壊
兵
器
を
45
分
以
内

に
配
備
で
き
る
」
と
誇
張
し
た
２
０
０
２

年
９
月
の
「
ガ
セ
ネ
タ
・
フ
ァ
イ
ル

（dodgy dossier

）」
は
、英
国
情
報
機
関

の
信
頼
性
を
損
な
っ
た
。
冷
戦
終
結
後
20

年
、
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
か
ら
10

年
が
経
よ
う
と
す
る
現
在
、
情
報
機
関
の

役
割
、
存
立
根
拠
に
問
い
直
し
が
迫
ら
れ

て
い
る
。
２
０
０
９
年
10
月
、
英
国
政
府

は
「
中
央
情
報
機
構
改
革
案
」
を
発
表
し

て
い
る
。

イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ス
の
哲
学

　

本
書
『
国
家
を
守
る
』
は
、
英
国
の
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
定
義
と
再
編
を

担
っ
た
高
級
官
僚
が
、
新
た
な
環
境
下
で

の
組
織
・
理
念
を
構
築
す
る
試
み
で
あ
る
。

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
哲
学
」の
体
系
化

と
い
え
よ
う
。

　

著
者
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
オ
マ
ン
ド
は
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
コ
ー
パ
ス
・
ク
リ
ス

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
後
、
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
入

り
し
、
い
わ
ゆ
るhigh-flyer

の
キ
ャ
リ

ア
を
歩
ん
だ
。
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
長
官
、
内
閣
府

事
務
次
官
や
内
務
省
事
務
次
官
を
歴
任
し
、

２
０
０
２
年
か
ら
２
０
０
５
年
に
は
内
閣

安
全
保
障
・
情
報
問
題
調
整
官（Security 

and Intelligence Coordinator in the 
Cabinet O

ffi
ce:

日
本
の
内
閣
危
機
管
理

監
に
相
当
）
の
要
職
に
あ
っ
た
。
並
行
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
諸
情
報
機
関
を
監
督
す

る
合
同
情
報
会
議
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
）
委
員
・
議

長
も
務
め
た
。

　

こ
の
経
歴
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
戯

画
化
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
制
作
の
連

続
コ
メ
デ
ィ
ー「Y

es, Prim
e M

inister

」

の
中
で
、
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
が

演
じ
る
内
閣
府
行
政
局
次
官
（
架
空
の
官

職
）
ア
ッ
プ
ル
ビ
ー
卿
だ
ろ
う
。
大
ヒ
ッ

ト
し
た
こ
の
コ
メ
デ
ィ
ー
で
、
ア
ッ
プ
ル

ビ
ー
卿
は
寸
分
隙
の
な
い
慇い

ん

懃ぎ
ん

な
物
腰
を

い
か
な
る
時
も
保
ち
、
難
解
で
過
剰
に
込

み
入
っ
た
概
念
と
表
現
を
駆
使
し
て
「
Ｌ

Ｓ
Ｅ
す
ら
出
て
い
な
い
」政
治
家
を
幻
惑
・

籠ろ
う

絡ら
く

す
る
。

　

本
書
の
著
者
に
も
若
干
そ
の
き
ら
い
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
何
し
ろ
14
世
紀
シ

エ
ナ
の
プ
ッ
ブ
リ
コ
宮
殿
（Palazzo 
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Pubblico

）「
平
和
の
間
」
の
、
ア
ン
ブ

ロ
ー
ジ
ョ
・
ロ
レ
ン
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
に
よ
る

フ
レ
ス
コ
壁
画
に
込
め
ら
れ
た
シ
ン
ボ
リ

ズ
ム
を
詳
細
に
解
読
す
る
こ
と
か
ら
、
本

書
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

　

ロ
レ
ン
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
は
プ
ッ
ブ
リ
コ
宮

殿
「
平
和
の
間
」
に
３
幅
か
ら
な
る
フ
レ

ス
コ
画
を
描
い
た
。
一
面
の
壁
に
は
「
善

政
の
効
果
」
が
位
置
し
、
理
想
的
統
治
の

施
さ
れ
た
都
市
と
田
園
の
風
景
が
描
か
れ

る
。
向
か
い
合
っ
た
壁
の「
悪
政
の
寓
意
」

に
は
、
終
末
的
な
悪
政
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
間
の
、
光
の
差
し
込
む
壁
に

描
か
れ
た
の
が
「
善
政
の
寓
意
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
徳
性
の
諸
観
念
を
擬
人
化
し
た

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
神
々
が
描
か
れ
、何

が
善
政
を
も
た
ら
す
の
か
、
寓
意
に
よ
っ

て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
マ
ン
ド
は
ま
ず
、「
善
政
の
効
果
」
で

理
想
的
な
都
市
と
田
園
の
上
空
に
描
か
れ

た
「
安
全
」
を
体
現
し
た
「
セ
キ
ュ
リ
タ

ス
」
に
注
目
す
る
。
善
政
と
は
何
よ
り
も

ま
ず
、
市
民
に
「
安
全
」
を
提
供
す
る
こ

と
だ
と
い
う
。こ
の
セ
キ
ュ
リ
タ
ス
は「
正

義
の
実
現
」
の
標
章
を
帯
び
、
そ
の
手
で

ひ
も
と
い
て
掲
げ
る
巻
物
に
は
、「
全
て
の

者
が
安
全
に
、
恐
れ
な
く
暮
ら
せ
る
」
こ

と
が
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
英

国
政
府
が
21
世
紀
の
対
テ
ロ
戦
略
で
掲
げ

る
「
人
々
が
自
由
に
、
安
心
し
て
通
常
の

生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
目

標
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
。

　

そ
し
て
「
善
政
の
寓
意
」
で
は
、
こ
の

安
全
と
安
心
を
も
た
ら
す
理
想
政
体
が
、

諸
徳
性
を
擬
人
化
し
た
神
々
の
集
会
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
絵
の
中
心
に
は
、「
共

通
善
」
を
象
徴
す
る
神
々
し
い
存
在
が
鎮

座
す
る
。
そ
の
周
囲
を
囲
む
諸
徳
性
の
相

互
関
係
こ
そ
が
、
14
世
紀
シ
エ
ナ
で
、
そ

し
て
現
代
の
民
主
主
義
国
家
で
求
め
ら
れ

る
、
あ
る
べ
き
政
治
社
会
の
秩
序
で
あ
る

と
い
う
の
が
著
者
の
主
張
で
あ
る
。

 

「
善
政
の
寓
意
」
で
は
「
平
和
」
の
象
徴

が
安
楽
に
横
た
わ
る
。
し
か
し
そ
の
「
平

和
」
に
は
、「
フ
ォ
ル
テ
ィ
チ
ュ
デ
ィ
オ

（
勇
敢
さ
・
回
復
力
）」が
棍
棒
と
盾
を
持
っ

て
付
き
添
っ
て
い
る
。
ま
た
、峻し

ゅ
ん

厳げ
ん

な「
ユ

ス
テ
ィ
シ
ア
（
正
義
）」
が
厳
正
な
秤
で
判

決
を
下
す
が
、「
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
（
調

和
）」は
こ
の
ユ
ス
テ
ィ
シ
ア
に
結
び
付
け

て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
市
民
社
会
の
調
和

は
、
ま
ず
も
っ
て
正
義
が
実
現
さ
れ
る
こ

と
へ
の
信
頼
抜
き
に
は
成
り
立
た
な
い
、

と
著
者
は
読
み
解
い
て
い
く
。

　

そ
れ
で
は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
場
所

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。「
共
通
善
」
や
「
正

義
」
の
上
に
舞
う
「
サ
ピ
エ
ン
チ
ア
（
知
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恵
）」の
姿
に
著
者
は
注
目
す
る
。
サ
ピ
エ

ン
チ
ア
が
も
た
ら
す
正
し
い
理
解
こ
そ
が
、

善
の
実
現
と
、
正
義
の
確
立
を
支
え
て
い

る
と
い
う
。
フ
レ
ス
コ
画
上
の
サ
ピ
エ
ン

チ
ア
が
、
プ
ル
デ
ン
チ
ア
（
賢
慮
）
に
伴

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
著
者
は
注
意
を
喚

起
す
る
。
賢
慮
は
人
知
の
限
界
を
警
告
す

る
。
情
報
機
関
は
安
全
へ
の
脅
威
の
蓋
然

性
を
予
測
す
る
の
み
で
あ
り
、
確
実
性
を

も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
。

　

本
書
は
ロ
レ
ン
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
「
善
政
の

寓
意
」
に
込
め
ら
れ
た
寓
意
か
ら
、
現
代

の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
、

国
家
・
社
会
と
の
あ
る
べ
き
関
係
を
根
拠

付
け
て
い
く
。
現
代
社
会
の
「
セ
キ
ュ
リ

タ
ス
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
通
常
の
生

活
を
継
続
す
る
に
足
る
ほ
ど
に
、
危
険
は

低
い
と
人
々
が
確
信
で
き
る
状
態
」
で
あ

る
と
い
う
。
冷
戦
後
、
情
報
機
関
の
受
け

持
つ
範
囲
は
広
が
り
、
幅
広
い
政
府
諸
機

構
と
協
力
・
連
携
し
て
脅
威
の
出
現
を
予

期
す
る
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
、
い
ざ
脅

威
が
現
実
化
し
て
し
ま
っ
た
際
の
回
復

力
・
復
元
力
の
向
上
が
目
指
さ
れ
る
、
と

い
う
の
が
著
者
の
現
状
認
識
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
必
要
な
「
サ
ピ
エ
ン
チ
ア
」、

す
な
わ
ち
真
に
価
値
あ
る
情
報
と
は
何
か
。

ど
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
る
の
か
。
そ
の

限
界
は
。
い
か
な
る
手
段
を
も
っ
て
し
て

「
フ
ォ
ル
テ
ィ
チ
ュ
デ
ィ
オ
」の
抑
止
力
と

回
復
力
を
確
保
す
る
の
か
、
と
著
者
は
議

論
を
組
み
立
て
て
い
く
。

　

著
者
が
新
時
代
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

の
鍵
と
す
る
の
は
、「
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
」、

つ
ま
り
市
民
社
会
の
調
和
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
善
政
と
は
市
民
の
調
和
が
成
り
立
っ

た
状
態
を
い
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

情
報
活
動
を
有
効
に
行
う
た
め
の
前
提
条

件
で
も
あ
る
。そ
の
た
め
一
定
の
透
明
性
・

公
開
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

民
の
信
頼
と
支
援
を
取
り
付
け
る
こ
と
を

著
者
は
重
視
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
哲
学
的
考
察
を
基
礎
に

し
て
、
情
報
収
集
の
サ
イ
ク
ル
を
解
説
し
、

情
報
分
析
を
適
切
に
政
策
へ
と
結
び
付
け

る
制
度
設
計
を
論
じ
、
不
可
避
的
に
情
報

分
析
と
政
策
の
間
に
存
す
る
乖か

い

離り

か
ら
、

ど
の
よ
う
に
し
て
失
敗
が
生
じ
得
る
の
か
、

検
討
す
る
。
情
報
機
関
の
活
動
が
引
き
起

す
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
も
解
き
明
か
し

て
い
く
。

 

（
い
け
う
ち 

さ
と
し
）




